（別紙３）

管理技術者の手持ち業務量に関する届出書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　（発注者）　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受託者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　【業務名】　　　　　　　　　　　　　　　　業務　　

　（配置管理技術者氏名）が現在管理技術者又は担当技術者として従事している業務の状況は、次のとおりです。
	発注者名
	業務名
（業務場所）
	契約金額 
	履行期間
	従事役職
	備考

	
	
	　　　　　　　　千円
（　　　　　　　千円）
	
	
	

	
	
	　　　　　　　　千円
（　　　　　　　千円）
	
	
	


○　複数年契約や設計共同体による受注の場合は、契約金額の（　　）内に、次の算定方法による金額（契約年度相当分）を記載し、その旨備考欄に記載すること。
	契約期間
	受注形態
	算定方法

	単年契約
	単体企業
	契約金額

	
	設計共同体
	契約金額×出資比率

	複数年契約
	単体企業
	契約金額×各年度の履行月数÷履行期間の総月数

	
	設計共同体
	契約金額×各年度の履行月数÷履行期間の総月数×出資比率


　※月数は日数が１日以上であれば１月として扱う。
※複数年契約は、単年度契約後履行期間を次年度に延長したものも含む。
　※部分引渡し後の契約金額は、部分引渡しに係る業務委託料を除く額とする。

部分引渡しに係る業務委託料＝指定部分（引渡部分）に相応する業務委託料×（１－前払金の額／業務委託料）
○　業務の一部のみに従事する技術者であっても全履行期間及び契約総額を記載すること。
○　契約担当職員（広島県契約規則（昭和39年広島県規則第32号）第２条第１項の契約担当職員をいう。）が兼務制限の対象外として認めた業務（「災害等に関する業務」等）も記載の上、備考欄にその旨記載すること。
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